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1. はじめに 

 経済や社会情勢の変化により社会資本の新規更新は難しくなり、既設橋梁を維持・管理しながらいかに延

命化させるかが大きな課題となっている。そのためには既設橋梁の健全度評価が必要であるが、筆者等は「高

精度傾斜計を用いてたわみ角計測を行う」(以下、本計測方法)新たな調査・解析方法を検討・報告し 1),2)、昨

年度は岩手県紫波町に架設されている単純合成鋼鈑桁橋の下梅田橋で、15tf と 20tf トラックを用いた実橋載

荷試験時に本計測方法を実施した 3) 。その結果、下梅田橋では、①支承の回転機能が十分に発揮されている、

②載荷時には橋脚全体が非常に小さな倒れ角で載荷位置の反対方向に傾き、支承や橋脚を含む全体の挙動で

載荷時の健全度を保っている、などを明らかにした。しかしながら、1)ソールプレート周辺の詳細なひずみ

計測を実施していない、2)高精度傾斜計が支承直上ではなくソールプレート端付近に設置していたことから、

「昨年度の高精度傾斜計による支承付近の傾斜変化量は、本当に支承回転角と評価して良いのか？すなわち、

本当に支承は回転しているのか？」という疑問が発生した。そこで、本論文では「高精度傾斜計が捉えた支

承付近の傾斜変化は、支承回転角なのか、主桁の局所的な変状によるものかを検討する」ことを目的として、

昨年度と同じ下梅田橋で実橋載荷試験時に傾斜計測を行ったのでその結果を報告する。 
2. 試験橋梁の概要とたわみ角計測状況 

対象橋梁は昨年度と同じ下梅田

橋で、岩手県紫波町にある昭和 57
年3月竣工の2連単純合成鋼鈑桁橋

である。支間長 28.50m、橋長 57.00m、

全幅員 6.20m、桁高 1.5m、3 主桁の

二等橋(TL-14)で、支承板支承を保

有する橋梁である。 

本載荷試験で使用した高精度傾斜計の仕様や実橋載荷試験時の設置方法等は、文献 1)に詳細が示されてい

る。今年度は、高精度傾斜計のセンサー部(左写真中の赤テープ位置)が G1 桁可動支承より 10cm の位置とな

る場合(左写真)と昨年度と同様にソールプレート端(右写真中の青矢印部)付近でセンサー部(右写真中の赤テ

ープ位置)が支承から 30cm 程度離れた箇所となる場合(右写真)に高精度傾斜計を設置して計測した。 
3. 計測結果と考察 

1) 静的載荷試験時の支承から 10cm でのたわみ角計測結果 

図 1 に示すように、支承から 10cm にセンサーを設置した場合でも傾斜変化データを取得された。したが

って、静的載荷試験時において、「支承回転角は発生している」と言える。 
 

 
 
 
 
 
 図 1 たわみ角計測結果

可動支承より 10cm のたわみ角計測状況 ｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ付近のたわみ角計測状況



2) センサー位置が支承から 10cm とソールプレート付近での計測結果の比較 
センサー位置が、支承から 10cm(①)とソールプレート付近(②)の傾斜変化量を比較した(表 1)。なお、表に

は今年度に実施した同じ試験内容での比較の他、今年度(支承から 10cm で計測；①)と昨年度(ソールプレー

ト付近で計測；②)で同じ載荷状況の試験での比較(黄着色部)も記した。 
表 1 より、概ねソールプレート付近(②)と比して支承から 10cm(①)の計測結果は、72%程度(60～77%の範

囲)となった。この違いから推測した載荷時の支承付近(ソールプレート付近)の挙動状況が図 2 であり、昨年

度確認されたソールプレート端での局所的な応力発生は、主桁の局所的な変状によるものと推測される。し

たがって、支承から 30cm のセンサー位置での計測(②)は、厳密に言うと支承回転角ではなく、支承から 10cm
位置での傾斜変化量(①)が、真の支承回転角と言える。        表 1 計測結果比較 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 2 支承付近の挙動推定図 

 
3) 静的載荷試験時のたわみ角計測による可動支承の回転機能の評価 

今年度の結果を用いて、昨年と同様の

方法 4)で支承回転機能を評価した結果を

図 3 に示す。支間中央、支承ともにひず

みと傾斜変化量の関係は、それぞれ

「0.9872」、「0.9433」と非常に高い相関係

数(Ｒ2)を示している。従来の研究成果に

よって、「ひずみと支承回転角の相関係数

が概ね 0.9 以上であれば支承の回転機能

が正常に機能している」1)と考えられる

ことから、下梅田橋の支承回転機能は十

分に発揮していると言える。 
4. おわりに 

 今年度の試験結果から、実橋載荷時に支承回転角が発生していること、ソールプレート端付近の傾斜変化

量は厳密的には支承回転角ではなく局所的な挙動も含まれたたわみ角であることが判明した。支承回転機能

の評価は、支承付近の計測により可能で、下梅田橋は支承の回転機能が十分に発揮されている橋梁と考えら

れる。 
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試験内容 ①(μR) ②(μR) ①/②(%)

15t 耳桁 L/2 点載荷 －１９６ －２６５ ７４ 

15t 中桁 L/2 点載荷 －１６６ －２２７ ７３ 

20t 耳桁 L/2 点載荷 －２７５ －３６４ ７６ 

20t 中桁 L/2 点載荷 －２１５ －２８３ ７６ 

15t+20t 耳桁 L/2 点載荷 －４６６ －７６０ ６０ 

15t+20t 中桁 L/2 点載荷 －４０６ －５８７ ６９ 

20t+20t 耳桁 L/2 点載荷 －４７４ －６９１ ６９ 

20t+20t 中桁 L/2 点載荷 －３９４ －５１５ ７７ 

y =  -0 .0305x - 5 .0929

R2 =  0 .9433

y =  -0 .2285x +  13 .806

R2  =  0 .9872
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図 3 ひずみと傾斜変化量の関係 

橋脚 

真の支承回転角(①)
変状も含んだ 

支承付近の回転角(②) 

局所的な変状＝ひずみの発生 
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